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平成24年度千葉大学環境リモートセンシング研究センター共同利用研究 （プロジェクト研究 2012-3)
甲府盆地の小地域気象情報の無線伝送による集約・提供システムの構築

山梨大学教育人間科学部尾藤章雄

;;'!'a納置土｛治上高駒30m！に固定

量置していた’民－・測ステーンヨン
畢に見えるのは，轟地周用のアンテナ

【研究目的・対車地縮】
甲府盆地由ミクロ訟気象情緒の取得を移動鰻測によって行いこれを無線量量により術時集約鍾供するンステ

ムの機隻を行った多〈由気象ステーソヨJがロガーでの嘗穣かコストのかかるワイヤレスLANなどでのヂータ伝
道を行っているゆで。安価で安定的怠システムを目徳して担行的に行ったも由である
甲府盆亀は葬右山脈や枚父山系本ど周囲を300命”録の山JIみに固まれており甲府市をゆ心とする爾街地は

栂高2田から3冊mの重在地底に広がっている ζのため貧地特有の気象現象は冬季の冷気湖。避鉱層をはじめ鍬多
〈却られているが盆治問に位置する気象庁のアメダス盟湖点I＜.甲府の他に陰湿蝿夫東腸泡身昌 吉闘の5
点のみで小スケールの気象現象については鉾細に杷睡でをないのが現状である
本研究では急速に普及が進む悔術電話からの位置情録取得と無線控衝ですでに殖立しているAPR$

(Aut。，n・ti<P0<k・t...。＂＇＂ s，.，・mlを~JI有して移動する気象ステーションから取得した皿潔データをリアルタイ
ムに地図上に痩示することを可能としたなおAPRSl;tアメリカの8。bs~，，・，iiが哩唱した無線パケットの応用で‘
GPSを利用して行われるトラッキングνステムの一つである

【手法·••頬】
移動岨剥，..田裕用の小型過度計とロガを車に醐んで静働させ.IU！終7後にロガ からデタを取得して解

析するのが一般的であるここでは時割によりまた地袋により副々 とE化する気象核，Rをリアルタイムに殴得し
その位置繍線を利用して地圃に表示するという目的から鎌停電話【スマートフォン｝のGPSから得られる位置情”
を甥得電路のネットワークを経由してサーバーからllll・し拡がら岡聞にアマチュア鎖線パンドを利用した音声，
ケットで気象データを無線伝道により畳信する
当初1：.位置情絡についても無組極に撞緩したGPSからの取得吾鼠みたが携帯電話回GPSνステム吾利用し

た方が基地局や剛－Fi，からの情報に基づいた位置情織の繍正が施されるために椅置が高いことまたよ宝が聞
けてい怠いと舎でも衡星を見失なわ訟いこと広どから鎗帯電信を利用することにした

.白血•1二・・Eして移動させた，毘－・aス予ータヨン

使用した気象目測ステ ションはアメリカ Davis祉の Cab回Yao,,,Pm2 （誼置する三回ポルや摺器調の接続コ ドなどオブション数点を含めて一式 750$）であり 気象データの伝送には移動慣れ送信欄）および墓地局（畳信
側）とも 1 45•~制z帯FM波の送受信が合；去的に可能な無韓槽器を使用した
この気象ステーンヨンは気温降水量理度気圧などのほか恩向庖速などの測定も行うことができそのデータは1分から1隣間間聞で後続されたコンソールに表示更新されるこのコンソールは気象ステーンヨンからケーフ

ルで最大30mまで離れて誼置することがてきコンソールを室内に置けばその主向の気，E ;1!度なども測定して比政表示することができる 坦しこのコンソールから外侮出力できるのは 気象ステーションで取得されたデータのみで
コンソールが測定したものは出力できない なお。毘象ステーションを軽トラγクで移動させるため，降水量や且連などは観測できないので！外車追及び気圧．車置の3点に限定してデータを取得した

ー＝，． !lie.ステーションt彦経トラックの荷台に｝無線伝道に必要む舗Ill頭〈左写翼のものを箱倍め｝と一緒に碩践し鰻栂健に彼瞳した外部アンテナItトラックの鹿績にマグ
ネットで固定した惨事野電話It.向直書されたGPSの楠担繍度合唱いことを確阻の上旬yMobileCommunic・山隅祉の問問 AARCS0--01Cおよび。サムスン電子祉
の GALAXYNEXUS SC--040をいづれもNTγo。－。祉の通常契約の下で使用した繊帯電闘は運転席車聞に置き気象ステ ションのデ タ道慣と一致するよう
.時 IC繍置で傍帯電話gs，の位置（純車経直〉を術担Lt；がら 1分間隔でこれをタイムスタンブ｛附ー分ー秒｝と共に音声パケットとして TCP纏躍でサーパーに量flす
るよう担定した システム全体の概要奮気象データの車れと位置愉織の車れに分けて来したのが以下の闘である
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マイ如7月スデ一世マッブ 小地場気象情報の無線伝送による集約・提供システム概要圏
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相Ill・校鎗の実．結果（甲府市積寧寺 llll42伽～甲府市丸田向鐸富田伽）

冬季早朝の甲府盆地の気象状況（平成25年1月27日；午前5:40～7:00)

甲府盆地直属の実圃輯畢 ｛閉府市丸の向侮高275"、ω 甲府甫園i!ll・a;，担m)

【進安価橿週周に圃わる，a，停車IJ.a•と使周・・について1
【11気象ス予ーショA三修録した送信..o~び“JIでその’，aデ~，安信ずる’1:11••1栂作－n’S生息備に
ついて隠すべて嶋易省の走。るアマ，，，・”健・曾免Mil《繍ー・－•三．アマ予27鋸線.. づ＂＇量ぴ・・....
a降伏t'W.l・LておりE盆の室町る軍用方建に溢づいてDaltの支・・を・宜Z砲に，＂、伝 a匂闘奮.週＂＇た

・・ IOH省畑閥復・看翼幅一’E也包」皐出血z『＇＂＂＂＂ ・・－ι 一ー伽，＇＇ ・＂＂＂＂
《幻 自陸鯛しk・・・＇＂スマーヴ.t-：.，）にほ~も＂＂＂＇＇＂＇＂＇帥.G・orsw.舗はとい－，77J7ーウ2ンをインス
トールした.tで 瞬時省の・”’＂＇絢峨告棺11して与えられる＇＂＇・岡、柚m・w•λ 院しG同による位置愉．の取
得道’，，..行令た

..，也. ＇』会山仲...哩－＇’
《,3) ....ス’－~!Iン＠送受信•it. L円多胤も・肉でm•~れているもaで’，aヂ＇－－＞の道．に，＿・.St.岨，e縫
製の ,X·船及び四·！ O>H 岨，醐1llt開削.，，，帥島周には咽例。0011•™也710S1定格幽2脚
K附＂使用し白いづももよ筆抑 ？で慨し危従・・9亀併の.，.，ti<.・E・免鋳依で鋳宵さ引先・2度・...凶ヵ・Fを・
守Lてii’”した
(4）・＂写実の・・はh酬制酬の’lH，からe••~t切り取り細工したもSでめる
【鮒僻1
れ》司，.夫 Jeffリ奄ートセンシン Y司，tセン’ーの進，IIHlfl俸に隠白縄民刷用窃＂金・にわ丸刈繍々~ご楢a・.，、
＇＇＂いた’‘.ス予ーシヨJか喝の宇一位楓網野‘轟からの位置胃・のデー，e・帽にa‘づ＂＇＂＂金 司'67ログ，ムは
山剣＂＇＇司R・免喝栂絢,u司•«退s’‘－•慣の.面的，，.，.＂＇~旬.・－た，，，冬の恩湖 fl.のゆで行引、シス
テふ週間向調町二＂－ ヱR・・緩シス予ムZ傘”3.q,J守.....’R’E乎システムエ’”2温厚寝野，u:.a：：，ンピュ.... 
・＂＂＂網目隼＂ ＂・a飽’Bの・8ヵEM1,
《21冊置に盤周した’＇＂時一シ・1省造橿・m悼と時－3.AU・治局に使用Cf，τ妙。110$の・・祖につい
て，，.いづれtf•1::,11l1リそート~，シJグ研契 陸ン，ー鋳局側聞観究 〈プロジ%~外研究 ?2011-3）のE分縫’Eで
闘ALt:.I,わ色合てS・M・L上げる

【システム運用実肢】冬季の甲府盆地において 小池滅気象情報の無線伝道による集的・聾侠システムの運用実験を行った 自時Iま
平成田年1J'l2)日（日｝早朝日量低気耳を記障する日の出時副〈午前＠時国分｝前後の時間講を担って気象ステ ション2台を岡崎に移
動させ 山製大学にE置した誕地局において。その岨現輯畢をリアルタイムで恥。＇＇＇＇＂叩土に表奈さぜ た
ょの写111:2紋I＜ . 移動ルートの地形がよ〈わかるように気温気圧 温度の3項目苦G帥•＇•＂叩の空中写真に量ねて表示したもので

パルーJの黄色と赤色は異怒る気象ステーションからのデータであるζとを号している

《日 掴”l圃故調・の策強鶴畢 山裂大学の乗る相川扇綾地Iま甲府盆地；t錦の得瀬山（1347.4mlを水源とする稲川によって形成され
.珊”の績.考から甲府市丸の向まで爾に向かって揖やかに傾倒するこの扇状地上の気温分布には顕著な愛興がみられ棟禽が
4回mと‘〈鵬直にあたる積忽寺の2地点でげ庫， m央部の山梨大学付近の標高310m付近で 28Jit•鎗”の丸の肉付近回復高260m
で－，.，置であった 山際にも関わらず扇頂舗で気温／）Q町いのは積翠寺に週果が現出している・5・も考えられるが冬拳の晴天時明け方
に顕著に現れる後地道仮摘の下曜がこの付近に位置している可能性がある厩鋪仰に肉けては市の中心衡になるため単純な権高に
よる膨嘗だけで伝〈 ヒートアイランドの・2・が現れているとみられるが陽炎舗が．も低逼となった理由は不明である 一方機高が低〈
なるにつれて気圧が996.Bmb／）、ら1011.,....へと寓〈なってい〈ことは明瞭に示されている
《2》 甲府盤地鼠植の実積路軍 甲府市中’b舗の丸の円から東西且び南北に約S臥mの鰯外を含む範囲で 事会E面だが緩やかに商
に傾斜する 気温は丸の向で－2.2.!I.東函に向かうにつれて－2.8麿 －3.3置と様々に低下し 甲府パィパス｛東西に走る茶色の遭路｝より爾
側では－3.9度の地点が多〈なる最も征かったのは爾鳩のlllat工業団地で－4.4庄であったまた温度l;t市中心”で田純であるが 東西
に綾れると＂～ 57%.国母エ集団地では回%と高〈怠る 繭の栂高の低いところに向かつて冷気がたまる傾向を示すが 気通がIIも低
かった目録付近は開発以前は2草木の貯まる湿地であったζとを考えると盆地底でも符に冷気の吹きだまりと怠っている可能性がある
(3) 今植の梅園 担割停電Eの世置情租把握に町一Fiルーターを-1'1用すると位里情報の輔置が落ちるζと !ll;lデータを遺品JW出力の

無幅睡では基地局までの伝送が固盟主地点があること， 車示されたこのGoo酔＂＇•のインターt•町νトへの公開方法草どが今檀の醒圃であ
る
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